
授業料免除制度

　名称　　支援内容 全額免除額　 半額免除額 申請基準
おおよその
申請時期

2024年度
前半期免除実績

博士課程学生に占める
免除人数の割合

備考 URL

授業料免除
（大学独自制度）

535，800円 267,900円
学力基準及び
家計基準あり

前半期：3～4月
後半期：9月

全額免除　161名

半額免除　41名
19% 2024年度後半期実績未確定

給付奨学金および研究奨励費（生活費相当額）・研究費支給等の制度
支援内容

名称
生活費相当支給額

（年額）
研究費

（年額）
授業料免除制度

日本学術振興会
特別研究員
DC1・DC2

240～276万円

【研究期間1年】

1年間で150万円以下

【研究期間２年】

2年間で300万円以下

【研究期間3年】

3年間で450万円以下

※基金のため、年間150万円
ではありません。

全額免除

※2025年度も
全員全額免除予定

3月受付開始
～6月上旬締切

23名

　OU-BOOST-AI、
　OU-SPRING、
　JASSO貸与型奨学金を含む
   国費を原資とする奨学金
　は併給不可。

【生活費相当支給額】
令和６年度より、DC最終年度在籍者のう
ち、採用期間中に優れた研究成果を上げ、更
なる進展が期待される者に対し、研究奨励金
特別手当（月額３万円）を支給。

【研究費】
令和５年度より科研費（特別研究員奨励費）
を基金化したことに伴い、研究期間により応
募総額が異なる。

OU-BOOST-AI 300万円 90万円

全額免除

※2025年度も
全員全額免除予定

９月 ２名

　日本学術振興会特別研究員DC1・DC2、
　OU-SPRING、
　大本育英会給付奨学金、
　岡山大学大学院博士後期課程就学支援奨学金、
　研究科、専攻で設けている独自奨学金
　（入学一時金を除く。）は併給不可。

　留学生について、下記奨学金は併給不可
　・国費外国人留学生制度
　・本国からの奨学金等

対象研究科等：
環境生命自然科学研究科先進理工科学学位プ
ログラム（数理データ科学コース、計算機科
学コース、情報通信システム学コース、電気
電子機能開発学コース）

OU-SPRING 220万円
40万円（定額）

+30万円以内

全額免除
（上位60名のみ）

※2025年度から
全員全額免除予定

９月 90名

  下記奨学金については年額280万円を上限に併給可
  ・大本育英会給付奨学金
  ・岡山大学大学院博士後期課程就学支援奨学金
  ・研究科、専攻で設けている独自奨学金
　（入学一時金を除く。）

  日本学術振興会特別研究員DC1・DC2及び
　OU-BOOST-AIは併給不可

　留学生について、下記奨学金も併給不可
  ・国費外国人留学生制度
  ・本国からの奨学金等

※大本育英会
給付奨学金

120万円

※2025年度から
180万円に増額

無
申請により

免除可能性有
10月中旬～
11月中旬

　　　　　80名
　（内OU-SPRING
　　　　併給45名）
　　　※新規42名
　　　　継続38名

　日本学術振興会特別研究員DC1・DC2
　OU-BOOST-AIは併給不可

・M1の予約採用あり。
・OU-SPRING受給者は
　60万円に減額。

※木下記念事業団
奨学金

300万円 無 免除可能性無 ４月下旬
３名

（推薦枠3名）

　他団体の給付奨学金は
　原則併給不可

・原則、M2で申請
・継続申請可能

※公益財団法人
G-7奨学財団

100万円 無
申請により

免除可能性有
４月上旬

１名
（推薦枠なし）

　受給金額により調整あり
・全国で120名採用
・修士博士は問わない
・継続申請可能

※公益財団法人
ウシオ財団奨学金

144万円 無
申請により

免除可能性有
４月下旬

１名（修士）

（推薦枠1名）

　他団体の給付奨学金は
　原則併給不可

・指定校16大学で37名採用
・修士博士は問わない
・継続申請可能

※公益財団法人

安藤スポーツ・
食文化振興財団奨学金

100万円 無
申請により

免除可能性有
４月中旬

２名（修士）

（推薦枠2名）
　併給制限なし

・全国で100名採用
・修士博士は問わない
・継続申請可能

※　本学に推薦依頼があった受給金額年額100万円以上の民間奨学金
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URL

岡山大学における博士課程学生への経済的支援状況（2024年度実績）

支援内容
おおよその
申請時期

2024年度
受給（採択）人数

他の奨学金等との併給制限 備考


